
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 8年度 

総合型地域スポーツクラブアドバイザー活動

報告（７月～９月） 

役員改選後、初の会議でしたが、役員の活発な発言があり、有意義な時間となりました。どの

議案に対しても前向きな方針を定め、これからの協議会運営に期待したい。各役員には形骸化が

危惧されてる県内クラブを、いかに奮起させるかが重要で、まずは各事業に参加してもらえるよ

うな工夫を助言しました。 

＜クラブ巡回等 部活動の地域展開の現状＞ 

本県では、部活動の地域展開に関わりを持っている総合型クラブは少ない。本来は、将来設計を見

据えて、各クラブが手を挙げることを期待していたが、十分な受け入れ体制が整っていないようだ。

クラブ会員（中学生会員）増加に繋がる本件は、会費収入の増加だけでなく、人の交流も増え、スタ

ッフ・指導者の増加などクラブ経営の好転に期待できるはずだ。 

クラブの体制整備が進んでいない要因は①行政支援、②指導者の確保、③会費問題が挙げられる。

地域やクラブの状況によってはその他の要因もあるかも知れないが、ほとんどがこの３点だろうと

思う。 

クラブアドバイザーとしてクラブの持続可能な体制整備について助言活動を続けていく中で、部

活動地域展開にも対応できるような視野を持ってもらえるようなアプローチを心掛けたい。 

＜令和８年度総合型地域スポーツクラブ連絡協議会常任委員会＞ 

＜パラスポーツ出前講座＞ 

２０２１年のオリンピックを機に、障がい者スポーツからパラスポ

ーツと名称変更され、より身近に取り組まれるようになりました。福

井県では、「ふくい共生社会実現プラン」を掲げ、小学４年生を中心

に、障がい者の理解、ユニバーサル社会、共生社会の実現、インクル

ーシブ教育、といったキーワードで学習を進めています。 

福井県しあわせスポーツ協会主管のパラスポーツ出前講事業を視察

し、教員や指導者と継続的にスポーツを行える環境づくりについて提

案・意見交換をし、総合型クラブとの連携を促しました。 

地域のスポーツ環境づくりが進むように定期的に学校等に訪問し、

総合型クラブの理解が深まるよう働きかけたい。 


